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  内径 6mm未満の小口径人工血管は、移植後早期に閉塞するため、満足するものが得られ
ていない。閉塞は血栓と内膜肥厚が主な原因であり、これらを抑制するためには人工血管
内表面を移植後早期に内皮細胞で被覆することが有効な手段である。絹フィブロイン（SF）
は、生体適合性と強度、形態加工性に優れることから、人工血管の研究がなされてきたが、
その移植評価はラット移植が主で、大型動物への動脈系に移植する上で必要な動脈系に使
用できる強度、自己血管と同等の弾力性、組織侵入性、移植長が長い血管中心部における
早期内皮化が検討されていなかった。本論文では、これらの課題を達成するため、SFを用
いた人工血管基盤の設計からコーティング、遺伝子組み換えによる機能化を行い、力学物
性評価、13C NMR によるキャラクタリゼーション、ラット移植を行うことで評価し、長期
開存する小口径人工血管の開発を進めた。 
I章では、本研究で取り組む課題について説明し、II 章では、SF人工血管のヒト血液へ
の適合性を市販ポリエステル製人工血管と比較評価し、同等以上の血液適合性を示すこと
から人工血管素材として使用できることを確認した。III 章では、組紐とダブルラッセル編
みの 2 種の基盤作製方法から基盤設計し、凍結乾燥とスポンジコーティングの形態の異な
る SFコーティングを施すことで人工血管を作製し、組紐およびダブルラッセル編みのどち
らの基盤においても、スポンジコーティングにより、高い破断強度と、自己血管に近い弾
力性、高い有孔度を示すことを見出した。さらに実際にラット移植により、コラーゲンが
コーティングに内部に浸潤することを確認した。IV 章では、より早期に人工血管中心部ま
で内皮化させるため、絹フィブロイン細胞接着性因子（RGD）と血管内皮細胞増殖因子
（VEGF）を導入し、VEGF 絹は、内皮細胞の付着と増殖に優れる中で、血小板付着を抑
制でき、優れた開存性を示すことを明らかにした。これらの結果は、今後、小口径人工血
管の長期開存実現に向け、期待できる結果である。 
